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2 はじめに

◼ 需給調整市場において、2024年度から全商品の取引が開始となったものの、応札不足により募集量が未達となる
ことで価格競争が生じず、調整力調達コストが高騰している状況を改善するため、応札量の増加を見込める施策の
一つとして、2026年度から複合市場（一次～三次①・複合）の取引タイミングを週間断面の取引から前日取引
へ前倒しするとともに、入札時間単位を3時間から30分へと変更した。

◼ 本施策によって複合市場と三次調整力②市場の取引タイミングが同一となることから、両市場のどちらかへ応札が偏
ることも懸念されていたことから、複合市場に限らず需給調整市場の全商品について、足元における取引状況を取り
まとめたため、ご報告させていただく。



3 （参考）需給調整市場の商品導入スケジュール

年度 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028以降

一
次

運用
広域運用

（周波数変換装置を含む直流設備を除く）

調達 調整力公募 広域調達（週間）
広域調達
（前日）

二
次
①

運用 エリア内運用 広域運用

調達 調整力公募
エリア内調達

（週間）
エリア内調達
(前日)

広域調達（前日）

二
次
②

運用 エリア内運用 広域運用

調達 調整力公募 広域調達（週間）
広域調達
（前日）

三
次
①

運用

調達 調整力公募 広域調達（週間）
広域調達
（前日）

三
次
②

運用 広域運用

調達
調整力
公募

広域調達（前日）

▼広域運用開始

▼広域調達開始

▼広域運用開始

▼広域運用開始

▼広域調達開始

▼広域調達開始

▼広域運用開始

▼調達開始 ▼広域調達開始※

段階的
広域運用

段階的
広域運用

▼広域調達開始

※一般送配電事業者による二次①の広域運用が実現可能となったうえで、2027年度からの広域調達を目指す



4 （参考）需給調整市場開設時の取引スケジュール（複合市場商品-週間調達）

出所）第6回需給調整市場検討小委員会（2018年10月9日）資料3をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/jukyuchousei/6.html
出所）第7回需給調整市場検討小委員会（2018年11月13日）資料2をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/jukyuchousei/7.html

◼ 需給調整市場の取引タイミング検討にあたっては、調整力を確保するタイミングとして「高性能リソースが卸電力市場
で売り切れる前に調整力必要量を確実に確保する」という考えから、複合市場商品について、取引開始の時点では
卸電力市場よりも前の週間断面にて実施すると整理していた。

https://www.occto.or.jp/iinkai/jukyuchousei/6.html
https://www.occto.or.jp/iinkai/jukyuchousei/7.html


5 （参考）取引状況を踏まえた取引スケジュール変更（複合商品-前日取引化）

出所）第35回需給調整市場検討小委員会（2023年1月24日）資料2をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/jukyuchousei/35.html

◼ 2022年度に三次調整力①の市場取引が開始された際、応札不足によって市場募集量が未達となることで、価格
競争が生じずに調整力の調達コストが高騰している点が課題となり、2024年度から取引が開始となる複合市場の
全商品でも同様の懸念があると考えられたことから、応札量増加に向けた各種施策が検討された。

◼ このうち、週間取引では応札事業者が様々なリスクを織り込んだうえで応札量を決定していたことから、前日取引に
移行することで応札事業者にとっては考慮するべき需給変動リスク等の量が減少することから、市場への応札量増加
に対する相当の効果が期待できるとされた。

◼ また、当初懸念されていた「卸電力市場にて高性能リソースが売り切れてしまう点」については、スポット取引時点から
電源を追加起動して起動済みリソースを持ち下げることで、需給調整市場にも高性能リソースの応札が可能とされた。

https://www.occto.or.jp/iinkai/jukyuchousei/35.html


6 （参考）入札時間単位について（複合商品）

出所）第28回需給調整市場検討小委員会（2022年2月24日）資料3-1をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/jukyuchousei/28.html

◼ 需給調整市場の入札時間単位検討にあたっては、取引・契約単位の区切りにおいて調整対象リソースが入れ替る
ことで、調整力の引継ぎがうまくいかない場合に周波数が乱れる恐れを考慮し、入札時間単位を3時間と設定した。

◼ この点、容量市場にて調整機能を有するリソースのリクワイアメントとなっている余力活用契約を有するリソースが需給
調整市場における応札リソースの大宗を占める状況においては、前コマの運用リソースを一定時間継続活用できると
考えられることから、応札量増加を主な目的として入札時間単位を30分とすることが整理された。

https://www.occto.or.jp/iinkai/jukyuchousei/28.html


7 （参考）2026年度以降の需給調整市場における募集量および上限価格について

出所）第1回電力安定供給WG（2026年5月13日）資料8
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/jisedai_kiban/stable_power_supply_wg/001.html

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/jisedai_kiban/stable_power_supply_wg/001.html


8 （参考）2026年度の揚水随契による募集量控除の実施状況

出所）一般社団法人電力需給調整力取引所HP 新着情報
https://www.eprx.or.jp/j_information/

◼ 中部・東北・関西エリアでは2026年度も揚水発電機を用いた随意契約を締結し、複合市場商品の募集量見直し
（一定量の控除）を行っている。

◼ 北海道・東京エリアは2025年度に揚水随契を実施していたものの、2026年度4月時点では未締結となっている。

https://www.eprx.or.jp/j_information/


9 （参考）市場外調整力（自然体余力）控除について

出所）第60回需給調整市場検討小委員会（2026年3月3日）資料3
https://www.occto.or.jp/iinkai/jukyuchousei/60.html

◼ 2025年度の需給調整市場における複合市場では、何らかの要因によって需給調整市場には応札されないものの、
実需給断面では蓋然性高く存在していた自然体余力を、需給調整市場の募集量から一定量控除していた。

◼ 2026年度からは全商品前日取引化されるために状況の変化が想定されるため、2025年度限定の控除とされた。
2026年度以降については、市場取引や自然体余力の状況等を踏まえつつ、必要に応じて再度検討を行う。

https://www.occto.or.jp/iinkai/jukyuchousei/60.html


10 需給調整市場の取引状況について（概要）

◼ 2026年3月14日受渡分から実施された複合市場商品の前日取引化による需給調整市場における取引状況の
変化を確認するため、2025年4月1日から2026年4月30日分までの取引実績を確認した。

◼ 複合市場商品については、前日取引化のタイミングから全国合計では応札量が増加していることが確認された一方、
三次調整力②については、同タイミングから応札量が減少していることが確認された。

出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成
募集量、応札量は各ブロック・コマの平均値

2025 2026



11 取引実績（一次）：概要

◼ 一次調整力の取引実績としては、前日取引化と同時に市場での募集量が3σ相当値から1σ相当値へと変更された
一方、自然体余力の控除終了および一部のエリア（北海道・東京）では揚水随契が見送りもしくは未締結となって
いることから、結果として前日取引化の前後において募集量に大きな変動は無い。他方で、全国計の応札量は増加
していることから、不足量および不足率には一定程度の改善が見られる状況。

◼ エリア別では、東京・四国・九州エリアにおいて不足率の改善が確認された一方で、東北エリアをはじめとして市場での
調達不足が継続しているエリアも多い状況（次頁参照）。

出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成
募集量、応札量、落札量、不足量は各ブロック・コマの平均値
平均落札単価は市場での総調達費用/約定量の加重平均
不足率＝各ブロック・コマにおけるエリア毎の不足量計/募集量計



12 

◼ 応札量は北海道・東京・中部・九州エリアで増加の一方、北陸・関西・中国エリアでは減少が確認された。

◼ 不足率は東北エリアが高水準で継続している一方、東京・四国・九州エリアでは一定の改善が確認された。

（参考） 取引実績（一次）：エリア別
出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成

募集量、応札量、落札量は各ブロック・コマの平均値
不足率＝各ブロック・コマにおけるエリア毎の不足量計/募集量計



13 取引実績（二次①）：概要

◼ 二次調整力①の取引実績としては、前日取引化と同時に市場の募集量が3σ相当値から1σ相当値へ変更された
一方、自然体余力の控除終了および一部のエリア（北海道・東京）では揚水随契が見送りもしくは未締結となって
いることから、結果として前日取引化以降は募集量が増加している。また、全国計の応札量は増加しているが、一部
エリアでは応札量が減少して応札不足が発生したことから、不足率は増加している。

◼ 中部エリアを中心として全国大では応札量増加が確認された一方で、エリア別にみると関西エリアでは応札量自体が
減少し、関西・北陸エリアでは不足率が上昇している。

出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成
募集量、応札量、落札量、不足量は各ブロック・コマの平均値
平均落札単価は市場での総調達費用/約定量の加重平均
不足率＝各ブロック・コマにおけるエリア毎の不足量計/募集量計



14 

◼ 応札量は北海道・東京・中部・北陸・九州エリアで増加の一方、関西・中国エリアでは減少が確認された。

◼ 不足率は東北・東京・北陸・関西・中国エリアで増加の一方、中部・四国エリアでは一定の改善が確認された。

（参考） 取引実績（二次①）：エリア別
出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成

募集量、応札量、落札量は各ブロック・コマの平均値
不足率＝各ブロック・コマにおけるエリア毎の不足量計/募集量計



15 取引実績（二次②）：概要

◼ 二次調整力②の取引実績としては、自然体余力の控除終了および一部のエリア（北海道・東京）で揚水随契が
見送りもしくは未締結となっていることから、前日取引化以降は募集量が増加している。また、全国計での応札量は
増加しているが、時間帯によっては応札量が募集量を満たさずに応札不足となることで、不足率は増加している。

◼ エリア別では、主に東京・中部エリアにて応札量の増加が確認された一方で、東北・北陸・関西・中国エリアにおいて
不足となる日が散見されている状況。（次頁参照）

出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成
募集量、応札量、落札量、不足量は各ブロック・コマの平均値
平均落札単価は市場での総調達費用/約定量の加重平均
不足率＝各ブロック・コマにおけるエリア毎の不足量計/募集量計



16 

◼ 応札量は北海道・東京・中部・四国・九州エリアで増加の一方、北陸・関西エリアでは減少が確認された。

◼ 不足率は東北・北陸・関西・中国エリアで増加の一方、四国・九州エリアでは一定の改善が確認された。

（参考） 取引実績（二次②）：エリア別
出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成

募集量、応札量、落札量は各ブロック・コマの平均値
不足率＝各ブロック・コマにおけるエリア毎の不足量計/募集量計



17 取引実績（三次①）：概要

◼ 三次調整力①の取引実績としては、自然体余力の控除終了および一部のエリア（北海道・東京）で揚水随契が
見送りもしくは未締結となっていることから、前日取引化以降は募集量が増加している。また、全国計での応札量は
増加しているが、エリアによっては応札量が減少して応札不足となることで、不足率は増加している。

◼ エリア別では、東京・中部エリアにおいては応札量の増加が確認された一方で、関西・中国エリアにおいては応札量が
減少したことが確認された。（次頁参照）

出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成
募集量、応札量、落札量、不足量は各ブロック・コマの平均値
平均落札単価は市場での総調達費用/約定量の加重平均
不足率＝各ブロック・コマにおけるエリア毎の不足量計/募集量計



18 

◼ 応札量は北海道・東京・中部・九州エリアで増加の一方、北陸・関西・中国エリアでは減少が確認された。

◼ 不足率は東北・北陸・関西・中国エリアで増加の一方、中部・四国エリアでは一定の改善が確認された。

（参考） 取引実績（三次①）：エリア別
出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成

募集量、応札量、落札量は各ブロック・コマの平均値
不足率＝各ブロック・コマにおけるエリア毎の不足量計/募集量計



19 取引実績（複合商品）：概要

◼ 複合商品の取引実績としては、自然体余力の控除終了および一部のエリア（北海道・東京）において揚水随契が
見送りもしくは未締結となっていることから、前日取引化以降は募集量が増加している。また、全国計での応札量は
増加しているが、エリアによっては応札量が減少して応札不足となることで、不足率に大きな変動は見られなかった。

◼ エリア別では、北海道・東京・中部エリアにおいて応札量の増加が確認された一方で、北陸・関西エリアにおいて不足
となる日が生じている状況。（次頁参照）

出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成
募集量、応札量、落札量、不足量は各ブロック・コマの平均値
平均落札単価は市場での総調達費用/約定量の加重平均
不足率＝各ブロック・コマにおけるエリア毎の不足量計/募集量計



20 

◼ 応札量は北海道・東京・中部・四国エリアで増加の一方、北陸・関西・中国エリアでは減少が確認された。

◼ 不足率は北陸・関西エリアで増加の一方、四国・九州エリアでは一定の改善が確認された。

（参考） 取引実績（複合商品）：エリア別
出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成

募集量、応札量、落札量は各ブロック・コマの平均値
不足率＝各ブロック・コマにおけるエリア毎の不足量計/募集量計



21 取引実績（三次②）：概要

◼ 三次調整力②の取引実績としては、複合市場商品が前日取引化されたタイミングから応札量が減少しており、応札
不足となる頻度が上昇していることに加え、平均落札単価は乱高下が継続している状況。

◼ 他方、3月の複合市場前日取引化から間もない状況であり、現段階において複合市場との間に明確な応札偏りの
発生は確認できなかった。恒久的な応札偏り対策の実施要否については、今後の市場取引状況や募集量削減係
数の動向も踏まえながら、必要に応じて検討することとしてはどうか。

出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成
募集量、応札量、落札量、不足量は各コマの平均値
平均落札単価は市場での総調達費用/約定量の加重平均
不足率＝各コマにおけるエリア毎の不足量計/募集量計



22 

◼ 四国エリアでは応札量が増加しているが、他の全エリアでは複合市場の前日取引化以降、応札量が減少している。

◼ 特に東北・中部・中国・九州エリアにおいて、前日取引化以前と比較して不足が生じる頻度が増加してる状況。

（参考） 取引実績（三次②）：エリア別
出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成

募集量、応札量、落札量は各コマの平均値
不足率＝各コマにおけるエリア毎の不足量計/募集量計



23 （参考） 電力安定供給WGにおける三次調整力②の取引状況の評価

出所）第1回電力安定供給WG（2026年5月13日）資料8
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/jisedai_kiban/stable_power_supply_wg/001.html

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/jisedai_kiban/stable_power_supply_wg/001.html


24 時間帯別の取引実績および30分化の検証（概要）

◼ 複合市場商品に関して、入札時間単位が30分化したことによる募集量・応札量の評価にあたって、2026年3月の
取引実績に関して、3時間ブロック時（3月前半実取引量）および30分コマ時（3月後半実取引量）に加えて、
「入札時間単位が30分化せずに3時間ブロックが継続した場合」のシミュレーションを用いる。

◼ シミュレーションにおいては、30分化後の実取引データを基に、6コマ単位（3時間ブロック）で募集量ならば最大値、
応札量ならば最小値を参照し、他のコマの数値を置き換えることで、30分化していなかった時の数値を試算する。

◼ なお、本試算は「取引タイミングが週間断面から前日に移行した後」の数字が諸元となることから、特に応札量は
3時間ブロック取引時（3月前半）と比較した際の増減について、単に30分化のみによる効果量を示すものではなく、
また事業者の行動変容等がある点には留意が必要。

【募集量のシミュレーションイメージ】 【応札量のシミュレーションイメージ】

１ ２ ３ ４ ５ ６

【実取引データ（30分化後）】 【シミュレーションデータ】

全6コマを最大値である ”100” に置き換える

１ ２ ３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４ ５ ６

全6コマを最小値である ”60” に置き換える

１ ２ ３ ４ ５ ６

【シミュレーションデータ】

80 100 80 60 80 90 100 100 100 100 100 100 80 100 80 60 80 90 60 60 60 60 60 60

【実取引データ（30分化後）】



25 時間帯別取引実績および30分化効果検証（複合商品）

◼ 3月前半（3時間ブロック）と比べて3月後半（30分コマ）は募集量が増加しているが、これは自然体余力控除が
終了したことにより生じている。3月後半に3時間ブロックが継続していた際の試算値は3月後半の実募集量を僅かに
上回っており、これは30分単位の算定に3時間ブロック算定値を上限として設定していることに起因している。

◼ 3月前半と比べて3月後半は多くの時間帯において応札量が増加しているが、点灯帯では減少していることが確認さ
れた。これは複合商品に約定可能なソースがスポット市場にて約定したことにより生じていると考えられる。3月後半の
試算値は実応札量を大きく下回っており、これは30分化により従来は供出が難しかったものが応札されたことに加え、
スポット市場の歯抜け約定等を要因としてコマごとに応札量が大きく変動していることが要因と考えられる。

3月前半
実応札量

3月後半
実応札量

3月後半
試算応札量

4,292MW 4,984MW 3,824MW

30分化の
効果試算量

+1,160MW (+30.3%)

3月前半
実募集量

3月後半
実募集量

3月後半
試算募集量

2,658MW 4,028MW 4,178MW

30分化の
効果試算量

▲150MW (▲3.6%)

出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに
 広域機関にて作成
 募集量、応札量は各ブロック・コマの平均値



26 （参考）時間帯別取引実績および30分化効果検証（一次・二次①）

3月前半実応札量 3月後半実応札量 3月後半試算応札量

992MW 1,153MW 895MW

30分化効果試算量 +257MW (+28.7%)

＜一次＞

3月前半実募集量 3月後半実募集量 3月後半試算募集量

1,589MW 1,437MW 1,445MW

30分化効果試算量 ▲8MW (▲0.5%)

3月前半実応札量 3月後半実応札量 3月後半試算応札量

1,315MW 1,909MW 1,381MW

30分化効果試算量 +527MW (+38.2%)

3月前半実募集量 3月後半実募集量 3月後半試算募集量

1,043MW 1,171MW 1,182MW

30分化効果試算量 ▲10MW (▲0.9%)

＜二次①＞

出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに
 広域機関にて作成
 募集量、応札量は各ブロック・コマの平均値



27 （参考）時間帯別取引実績および30分化効果検証（二次②・三次①）

3月前半実応札量 3月後半実応札量 3月後半試算応札量

2,132MW 2,872MW 2,146MW

30分化効果試算量 +726MW (+33.8%)

＜二次②＞

3月前半実募集量 3月後半実募集量 3月後半試算募集量

687MW 1,317MW 1,398MW

30分化効果試算量 ▲81MW (▲5.8%)

3月前半実応札量 3月後半実応札量 3月後半試算応札量

4,030MW 4,667MW 3,512MW

30分化効果試算量 +1,155MW (+32.9%)

3月前半実募集量 3月後半実募集量 3月後半試算募集量

1,706MW 3,095MW 3,220MW

30分化効果試算量 ▲125MW (▲3.9%)

＜三次①＞

出所）電力需給調整力取引所HPの速報値を
 もとに広域機関にて作成
 募集量、応札量は各ブロック・コマ平均値



28 （参考）三次②における30分化の検証結果（三次②）

出所）第56回需給調整市場検討小委員会（2025年6月3日）資料5をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/jukyuchousei/56.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/jukyuchousei/56.html


29 （参考）電源種別の落札量および価格推移（複合商品）

◼ 複合商品の全国計における電源種別の落札量および落札価格を見ると、前日取引化以降に落札が増加した主な
リソースは火力、次いで水力・揚水発電となっている。また、蓄電池の落札量は増加傾向にあることが確認された。

◼ 蓄電池の加重平均落札単価が下落している点については、火力の増加に伴い落札可能性を高めるため価格競争
が生じた、もしくは上限価格の引き下げによって一部リソースの落札価格も同じく引き下げられたものと考えられる。

出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成
落札量は各ブロック・コマの平均値
平均落札単価は市場での総調達費用/落札量の加重平均



30 （参考）電源種別の落札量および価格推移（一次）
出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成

落札量は各ブロック・コマの平均値
平均落札単価は市場での総調達費用/落札量の加重平均



31 （参考）電源種別の落札量および価格推移（二次①）
出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成

落札量は各ブロック・コマの平均値
平均落札単価は市場での総調達費用/落札量の加重平均



32 （参考）電源種別の落札量および価格推移（二次②）
出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成

落札量は各ブロック・コマの平均値
平均落札単価は市場での総調達費用/落札量の加重平均



33 （参考）電源種別の落札量および価格推移（三次①）
出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成

落札量は各ブロック・コマの平均値
平均落札単価は市場での総調達費用/落札量の加重平均



34 （参考）電源種別の落札量および価格推移（三次②）
出所）電力需給調整力取引所HPの速報値をもとに広域機関にて作成

落札量は各ブロック・コマの平均値
平均落札単価は市場での総調達費用/落札量の加重平均



35 まとめ

◼ 今回、複合市場の前日取引化および入札時間単位30分化に伴い、需給調整市場の取引状況を確認した。

• 複合市場商品

✓ 前日取引化を契機として多くの商品およびエリアでは応札量が増加したものの、一次および二次①においては
引き続き一定量の不足が生じている状況。また、一部エリアおよび時間帯において不足の発生が確認された。

• 三次調整力②

✓ 複合市場の前日取引化を契機として応札量減少および約定単価上昇が確認された一方、継続的な不足
の発生および調達費用の高騰には至っていない状況であり、応札偏りの恒久対策は必要に応じて検討したい。

• 2026年3月における時間帯別の取引状況および30分化の効果検証

✓ 3月後半の募集量は、自然体余力の控除が終了したことにより、3月前半の募集量よりも増加した。

✓ 複合商品における3月後半の募集量について、30分化の効果試算値は▲3.6%程度となった。
必要量算定時に、3時間ブロック算定値を30分コマ算定値の上限として設定していることに起因している。

✓ 3月後半の応札量は、日計としては3月前半の応札量よりも増加していたものの、点灯帯では減少した。
これは複合商品に約定可能なリソースがスポット市場にて約定したことにより生じていると考えられる。

✓ 複合商品における3月後半の応札量について、30分化の効果試算値は+30.3%程度となった。
30分化により従来供出が難しかったものが応札されたことに加え、スポット市場の歯抜け約定等を要因として
コマごとに応札量が大きく変動していることが要因と考えられる。

◼ 2026年度当初の取引状況については、抜本的な応札不足の改善には至らず、調達未達による高単価リソースの
約定といった課題は継続している。ただし、現時点で新たな問題が生じているものではないと考えられる。

◼ 季節性要因等によっては取引状況が大きく変動する可能性もあると考えられることから、市場動向の注視を継続し、
必要に応じて事業者アンケートや国との連携を通じ、適宜施策を講じていくこととしたい。
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